
　青佐山台場跡は、幕末に黒船の侵入を防ぐ目的で造られた砲台の跡になります。この台場は、

文久3（1863）年に鴨方藩によって築かれ、明治4（1871）年に使われなくなりました。瀬戸内海

を一望できる青佐山の中腹に築造されています。現在は、高さ約2ｍの土塁や二つの砲門を見

学することができます。江戸時代から明治時代の激動の歴史を今に伝えています。
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